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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 コア営業利益 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 464,554 0.8 4,002 － 3,119 △42.3 6,692 4.2 5,889 △8.8

2025年３月期第３四半期 460,680 2.6 － － 5,406 △4.5 6,419 △1.3 6,459 27.8
(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 6,820百万円(△21.7％) 2025年３月期第３四半期 8,708百万円( 33.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 121.85 －

2025年３月期第３四半期 131.03 －

(注)コア営業利益につきまして、「１．当中間期決算に関する定性的情報 経営成績に関する説明」をご参照くださ
い。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 344,402 111,437 31.9

2025年３月期 299,426 107,306 35.4
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 109,985百万円 2025年３月期 105,913百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 21.00 － 24.00 45.00

2026年３月期 － 34.00 －

2026年３月期(予想) 34.00 68.00
(注)１. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 コア営業利益 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 604,000 0.6 5,100 － 3,900
△

31.7
7,700 10.5 7,400 1.2 153.07

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

連結業績予想については、2025年11月14日に公表いたしました「2026年３月期連結業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 51,902,976株 2025年３月期 51,902,976株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 3,525,889株 2025年３月期 3,628,047株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 48,334,353株 2025年３月期３Ｑ 49,295,794株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 2026年３月期 第３四半期決算短信

-1-

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………２

経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………８

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） …………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………８

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ………………………………………８

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………８

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………10



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 2026年３月期 第３四半期決算短信

-2-

１．当四半期決算に関する定性的情報

経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の通商政策等による影響が一部産業にみられるものの、緩

やかに回復しており、個人消費についても、雇用・所得環境の改善の動きが続く中で持ち直しの動きがみられます。

しかしながら、国際情勢不安、米国の通商政策の動向や物価上昇の継続による消費者マインドの下振れを通じた個人

消費への影響が、景気を下押しするリスクとなっており、先行きは不透明な状態が継続しています。

当社グループの主たる事業である医薬品卸売業界におきましては、2025年４月の薬価改定による薬価の引き下げが

実施されましたが、今後も社会保障制度や薬価制度など人々の生命、健康にかかわる政策・制度の抜本改革へ向けた

議論が活発化し薬剤費の抑制政策は継続されることが予想されます。

また、大型薬剤の特許切れやジェネリック医薬品の使用促進となる一方で、上市される新薬の中心が、スペシャリ

ティ医薬品に移行する中、医薬品卸売業においては情報提供力、物流対応力の高度化が求められております。

このような中、当社は2025年４月に「中期経営計画2027 －Move on to the Next Stage－」（FY2025～FY2027）を

スタートし、東証プライム上場企業として、本格的に資本コストを意識したグループ経営の考え方を取り入れ、グル

ープの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図ることを目的に、既存事業の収益力強化や事業そのものの見直

しに加えて、積極的な成長投資などに取り組んでいます。中でも、当社グループの大きなチャレンジの一つである

「製薬事業（未承認薬導入支援事業）」では、2025年９月16日に新たに「株式会社メドリープファーマ」（当社連結

子会社）を設立し、同社の新規薬剤候補「マルトール第二鉄(開発コード：ST10）」が第２相試験へ進むなど研究開発

において進展しております。

また、中期経営計画の重点施策である事業ポートフォリオ・マネジメントの取り組みの一つとして、資本収益性が

高い介護レンタル事業に集中投資し、拡大を図る方針を示しております。この取組みの一環として、当社連結子会社

である株式会社ケーエスケーが、八千代ケアホールディングス株式会社の株式を100％取得し子会社化いたしました。

同社の100％子会社である八千代ケアサポート株式会社が加わることで、京阪神エリアを中心にドミナント展開を一層

進めることにより、当社グループにおける介護レンタル事業の収益性、成長性をさらに高めてまいります。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は464,554百万円（前年同期比100.8％）、営業利益は

3,119百万円（前年同期比57.7％）、なお、新規事業である製薬事業（未承認薬導入支援事業）における「研究開発

費」を控除する前の「コア営業利益※」につきましては、4,002百万円（前年同期比（営業利益）74.0％）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は5,889百万円（前年同期比91.2％）となりました。

※今期より、従来の「営業利益」に加えて、「研究開発費」を控除する前の「コア営業利益」を算定し、恒常的な

事業の収益性を表す指標とします。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 医薬品卸売事業

医薬品卸売事業におきましては、薬価改定の影響や局地的なエリアの限定的なセグメントにおいて、競争入札を要

因とする売上減少などによるマイナスの影響はあったものの、抗がん剤を中心とした新薬創出加算品やインフルエン

ザワクチン等の季節商品の販売に注力したことなどが減収分を上回り増収となりました。一方、利益面においては、

前述の競争入札による売上減少の影響のほか、販売管理費の増大により減益となりました。

以上の結果、売上高は436,971百万円（前年同期比100.6％）、セグメント利益（営業利益）は、3,816百万円（前年

同期比75.2％）となりました。
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② 薬局事業

薬局事業におきましては、受付処方箋枚数は減少したものの、調剤技術料収入及び薬学管理料収入の増大に努めた

ことなどにより増収となりました。利益面においては、かかりつけ薬局機能に係る調剤報酬算定とコスト管理に努め

たことにより増益となりました。以上の結果、売上高は14,975百万円（前年同期比102.0％）、セグメント利益（営業

利益）は187百万円（前年同期比109.1％）となりました。

③ 動物用医薬品卸売事業

動物用医薬品卸売事業におきましては、一部商品がメーカー直販になるため商品切り替えのマイナス等の影響があ

りましたが、アローメディカル株式会社の連結子会社化もあり増収となりました。一方利益面においては、当該子会

社化によるコスト増加分を増収効果が吸収しきれず減益となりました。以上の結果、売上高は9,488百万円（前年同期

比108.2％）、セグメント利益（営業利益）は221百万円（前年同期比91.1％）となりました。

④ 製薬事業（未承認薬導入支援事業）

製薬事業（未承認薬導入支援事業）におきましては、今期スタートした新規事業であり、当第３四半期連結累計期

間に売上は計上しておらず、研究開発費を含む事業活動上必要な経費として895百万円を計上したことから、セグメン

ト損失は同額の895百万円となりました。

⑤ 介護レンタルその他事業

介護レンタルその他事業におきましては、2025年4月に共和運送株式会社を子会社化したことなどにより増収となり

ました。利益面においては人件費や燃料費をはじめ物価上昇による販売管理費の増加等を吸収することができず、セ

グメント損失額は拡大いたしました。この結果、売上高は3,118百万円（前年同期比101.5％）、セグメント損失（営

業損失）は146百万円（前年同期のセグメント損失は108百万円）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,099 35,062

受取手形及び売掛金 116,944 137,546

棚卸資産 33,253 36,122

未収入金 12,025 12,884

その他 2,627 3,739

貸倒引当金 △55 △50

流動資産合計 187,896 225,304

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,085 18,543

土地 25,281 25,290

その他（純額） 5,801 6,849

有形固定資産合計 49,168 50,682

無形固定資産

のれん 615 2,735

その他 3,675 4,242

無形固定資産合計 4,291 6,978

投資その他の資産

投資有価証券 45,131 48,890

その他 13,534 13,053

貸倒引当金 △595 △507

投資その他の資産合計 58,070 61,436

固定資産合計 111,529 119,097

資産合計 299,426 344,402
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 162,492 202,301

短期借入金 900 1,950

1年内返済予定の長期借入金 970 984

未払法人税等 1,605 1,960

賞与引当金 1,696 656

その他 7,215 8,949

流動負債合計 174,880 216,802

固定負債

長期借入金 4,850 4,140

その他の引当金 439 174

退職給付に係る負債 876 650

その他 11,074 11,197

固定負債合計 17,240 16,162

負債合計 192,120 232,964

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 5,293 5,302

利益剰余金 76,460 79,540

自己株式 △4,074 △3,960

株主資本合計 82,678 85,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,624 23,588

退職給付に係る調整累計額 609 513

その他の包括利益累計額合計 23,234 24,102

非支配株主持分 1,393 1,452

純資産合計 107,306 111,437

負債純資産合計 299,426 344,402
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 460,680 464,554

売上原価 423,523 427,820

売上総利益 37,157 36,733

販売費及び一般管理費 31,751 33,614

営業利益 5,406 3,119

営業外収益

投資事業組合運用益 1 2,854

受取利息 32 36

受取配当金 509 486

持分法による投資利益 56 44

受取賃貸料 195 192

有価証券償還益 239 －

その他 119 173

営業外収益合計 1,154 3,787

営業外費用

支払利息 62 54

賃貸費用 39 48

投資事業組合運用損 30 81

その他 8 30

営業外費用合計 140 214

経常利益 6,419 6,692

特別利益

固定資産売却益 1 22

投資有価証券売却益 3,351 2,529

その他 4 54

特別利益合計 3,357 2,607

特別損失

固定資産売却損 28 19

減損損失 39 89

解体費用 58 －

その他 15 19

特別損失合計 142 128

税金等調整前四半期純利益 9,634 9,171

法人税等 3,103 3,218

四半期純利益 6,530 5,952

非支配株主に帰属する四半期純利益 71 62

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,459 5,889
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 6,530 5,952

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,791 524

退職給付に係る調整額 △315 △96

持分法適用会社に対する持分相当額 702 439

その他の包括利益合計 2,177 867

四半期包括利益 8,708 6,820

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,637 6,757

非支配株主に係る四半期包括利益 71 62
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成している。

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期連結会計期間（自2025年４月１日至2025年12月31日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結会計期間（自2025年４月１日至2025年12月31日）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、事業会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、その主たるセグメントであ

る「医薬品卸売事業」、「薬局事業」、「動物用医薬品卸売事業」、「製薬事業」、「介護レンタルその他事

業」を報告セグメントとしております。

「医薬品卸売事業」は、病院、開業医、薬局等の医療機関に、医薬品・診断薬・医療機器・材料等の販売等を

しております。「薬局事業」は、一般消費者に医薬品・医療機器・器具及び衛生材料等の販売をしております。

「動物用医薬品卸売事業」は、農場、牧場、動物病院、診療所等に、動物用医薬品・飼料等の販売等をしており

ます。「製薬事業」は、欧米承認済みで本邦未導入の新薬の国内上市に向けた支援等を行っております。「介護

レンタルその他事業」は、介護レンタル事業、介護サービス業、農薬等の卸売業、運送業、スポーツ関連施設運

営事業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。
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２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

医薬品
卸売事業

薬局事業
動物用医薬品
卸売事業

製薬事業
介護レンタル
その他事業

計

売上高

外部顧客への売上高 434,162 14,676 8,770 － 3,071 460,680

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,274 9 0 － 2,026 10,310

計 442,436 14,686 8,770 － 5,097 470,990

セグメント利益又は損失
(△)

5,075 171 242 － △108 5,381

調整額
（注１、２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

売上高

外部顧客への売上高 － 460,680

セグメント間の内部
売上高又は振替高

△10,310 －

計 △10,310 460,680

セグメント利益又は損失
(△)

25 5,406

(注) １．売上高の調整額△10,310百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額25百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

医薬品
卸売事業

薬局事業
動物用医薬品
卸売事業

製薬事業
介護レンタル
その他事業

計

売上高

外部顧客への売上高 436,971 14,975 9,488 － 3,118 464,554

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,341 9 0 － 2,108 10,459

計 445,313 14,984 9,489 － 5,227 475,014

セグメント利益又は損失
(△)

3,816 187 221 △895 △146 3,182

調整額
（注１、２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

売上高

外部顧客への売上高 － 464,554

セグメント間の内部
売上高又は振替高

△10,459 －

計 △10,459 464,554

セグメント利益又は損失
(△)

△63 3,119

(注) １．売上高の調整額△10,459百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△63百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 報告セグメントの変更等に関する情報

第１四半期連結会計期間から、当社グループの将来的な成長戦略の一環として新規に立ち上げる「製薬事業」

を報告セグメントとして追加して記載する方法に変更しております。

また、従来報告セグメントとしておりませんでした、「その他事業」については、資本収益性が高い介護レン

タル事業に経営資源を傾斜投入し拡大を図る方針とし、第１四半期連結会計期間から「介護レンタルその他事業

※」として報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

※「介護レンタルその他事業」に含まれる事業

介護レンタル事業、介護サービス業、農薬等の卸売業、運送業、スポーツ関連施設運営事業、医療機関に対す

るコンサルティング業

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間

（自 2024年４月１日

至 2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 2025年４月１日

至 2025年12月31日）

減価償却費 2,708百万円 2,832百万円

のれんの償却額 96百万円 108百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年2月10日

株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人ト ー マ ツ

仙 台 事 務 所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 菊 池 寛 康

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 福 士 直 和

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス

の2025年4月1日から2026年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年10月1日から2025年12月31日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2025年4月1日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）1.上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2.XBRLデータおよびHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


